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1. 概要 
本研究所では，駿河湾に生息する多様な動植物および微生物から新規生理活性物質を探
索し，それらの機能利用を目指すとともに，海洋生物の受精および飼育法の開発や海草バ
イオマスの回復を行うことによって，静岡県沿岸水域の資源回復に貢献するための基礎お
よび応用研究を行った。具体的な成果の一部を以下に記載した。 
 
2. 研究成果 
1-(1) ステロイド膜受容体反応性天然活性物質の大量精製 
海藻ウミウチワの飼育水中に分泌された有機化合物群を大量調製した。NMRによる化学構
造の決定に成功し、成果の一部を学術論文として発表し、新規のステロイド膜受容体拮抗
性物質として特許申請を行なった。 
 
1-(1) 海洋微生物由来生理活性物質の単離，精製および化学構造の決定 
山梨大学と共同研究で、新種 Streptomyces pacificusを発見した。また、静岡県水産海
洋技術研究所と共同研究で、海綿表面から新種の放線菌を単離し Streptomyces 
yaizuensisと命名し、有用抗生物質の Berninamycinを生産することを明らかにした。 
 
1-(2) サクラエビ受精卵の人工孵化と稚エビ飼育装置の開発 
サクラエビ受精卵の人工孵化、育成を行い、稚エビへの育成率 30%以上、最長飼育期間

97日間を達成した。また、エラフォカリス幼生の-50℃での凍結に成功した。 
 
1-(3) 種苗生産した海藻の植栽方法の検討 
静岡県内に生息するアマモの遺伝的多様性をマイクロサテライトマーカーを用いて解析
するとともに浜名湖、御前崎および大瀬崎産のアマモの交配実験を行なった。また浜名湖
にアマモの植栽を行なった。 
 
1-(6) 単離海洋性酵母の特性解析 

海洋由来酵母の耐塩性を評価した。その結果、干物製造用の塩汁から味噌、醤油づくり
の際の塩濃度に匹敵する 15% NaCl存在下でも生育できる酵母計 4株が取得された。種同
定の結果、Apiotrichum domesticum, Candida metapsilosis, Trichosporon japonicum, 
Candida zeylanoides, Yarrowia lipolytica, Debaryomyces vindobonensis, Candida 
parapsilosisであることが判明した。 
 
1-(8) ナマコの器官再生に関わる生理活性物質の同定 
マナマコの内臓の自切・放出，及び横切断からの再生過程で発現変動する遺伝子の解析
を RNA-seqにより行い、様々な動物で幹細胞マーカーとして知られている細胞膜貫通糖タ
ンパク質をコードする遺伝子や，幹細胞の未分化性の維持に関わる転写因子を同定した。 
 
1-(10) カタユウレイボヤを用いたゲノム編集効率の評価と改良 
効率よくゲノム編集を行うためには、標的遺伝子に対する複数のガイド RNAを設計し、
それぞれのガイド RNA の切断効率を in vitroで確認することが必要である。そのため、
複数の sgRNA合成と切断活性実験を行なった。 
 
2-(2) 海洋教育に関するプログラムの開発 
農学部１年次のフィールド科学演習 II(40名)の改革を行い、用宗地域における小規模漁
業の実際を見学するとともに、採水、プランクトン採集等の内容を取り入れた。 
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5. 外部資金 
笹浪知宏 
マリンバイオテクノロジーを核としたシーズ創出研究業務 
サクラエビの初期生活史の解明および凍結保存技術の開発、10,000千円 
 
中村彰彦 
JST創発的研究事業、プラスチックを探して壊すバイオマイクロドローンの創出、6,660
千円 
 
鳥山優，小池亨，道羅英夫 
マナマコ内臓放出-横切断からの再生における再生芽形成と器官形成の分子機構の解析 
2022年度 科研費 基盤(C) 900千円  
 
丑丸敬史 
静岡県有用海洋性酵母の単離とその応用 
２０２２年度 グリーン科学技術研究所プロジェクト研究支援 945千円 
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